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１．はじめに 

近年，二次覆工省略や継手防食性確保の観点から，継手金物がセグメント内

面に露出しない内面平滑タイプのスライドのみで締結可能なセグメント継手が

各種開発されている．今回，当社が過去に開発した継手の形状に着想を得た新

型のセグメント継手を開発した（写真-1）．今回，中大断面で使用することを目

的として，アンカー部に鉄筋 D25～D29 を設置した試験体を作成し，開発に当

たり実施した実験結果について報告する． 

２．新型継手の概要 

新型継手の特長を以下に記載する．  

① 雄雌一体型の継手構造のため，セグメント設置状態の継手部の高さが

コンパクトであり，セグメント継手面と嵌合部の位置が同じであるこ

とから，セグメント継手面からの継手の出代が小さくなり，継手自体

の折損等のリスクが小さい（図-1）． 

② セグメント継手部（隅角部）のコンクリート断面欠損が小さいため，

セグメント端部の割れや欠けのリスクが小さい（写真-2）． 

③ 1 組の継手に対して 3 点で嵌合支持することから組立精度が高くなるこ

とが想定される． 

なお，形状については，三次元解析を用いて継手に作用する応力度および荷

重分担を把握することで最適化を図った（図-2）． 

３．単体引張試験 

単体引張試験を実施し継手金物の強度を確認した（写真-3）．  

アンカー部として D29 を想定した降伏荷重後も線形で荷重が増加すること

を確認し、最終荷重 502kNまで問題なく載荷して終了した． 

試験終了後の嵌合部には，損傷や大きな変形がないことを確認した． 

以上より，本試験で用いた仕様の継手金物では,500kN 以上の強度を有して

おり，十分な強度であることを確認した（図-3）． 
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図-3 単体引張試験結果 
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写真-3 単体引張試験状況 図-2 三次元解析による形状の最適化 

写真-1 新型継手 

写真-2 セグメント設置状況

図-1 嵌合状況図 
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４．実物大試験 

実物大の平板試験体に新型継手を設置し，組立試験，

継手引抜き試験，継手曲げ試験を実施した．試験体概要

図を図-4 に示す．なお，新型継手のアンカー部は鉄筋 D25

（SD345）とした． 

(1)組立試験 

組立性能を確認するため組立試験を実施した． 

2ピースのセグメントのリング継手面を接地させ， 

片方のセグメントを吊り上げ，鉛直下向きにスラ

イドさせて嵌合した．セグメントピースの自重の

みで挿入ができ，目違い目開きの発生もなかった

ことから，新型継手を設置したセグメントの組立

性が良好であることを確認した（写真-4）． 

(2)引抜き試験 

所定の引抜き耐力を有することを確認するため，

継手引抜き試験を実施した（写真-5）．アンカー部

（D25，SD345）の降伏荷重 350kN 以上となる

410kNまで載荷して終了したが，荷重の低下や継

手本体の大きな変形は発生せず，アンカー取付部

を含めた継手全体の強度は十分な耐力を有して

いることを確認した（図-5）． 

(3)継手曲げ試験 

所定の継手曲げ耐力を有することを確認する

ため，継手曲げ試験を実施した（写真-6）．アン

カー部の D25（SD345）の強度で設定した破壊荷重は計算値 199kN であり，それを上回る 260kN まで荷重の

増加が見られることから，十分な曲げ耐力を有していることを確認した（図-6，図-7）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめ 

今回開発した新型継手が，セグメント継手としての所要性能を満足し問題なく適用できることが確認できた．

今後は実工事への適用を目指し，さらなる合理化や必要曲げ耐力に応じたラインナップの開発を予定している． 
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図-5 荷重-引抜け量 関係 図-6 荷重-鉛直変位 関係 図-7 荷重-水平変位 関係 
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図-4 平板試験体概要図 

写真-5 引抜き試験状況 写真-6 継手曲げ試験状況 

写真-4 組立試験状況 
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